
価値ある仕事に  正しい対価！
２０２６春闘  ハイタク２万８千円要求へ

「白タク・違法ハイヤー対策を」
タクシー政策議員連盟が総会

賃
金
格
差
に
終
止
符
を

新
事
務
局
長
に
広
田
議
員

　

全
自
交
労
連
は
12
月
８
日
の

第
１
回
中
央
執
行
委
員
会
で
、

２
０
２
６
年
の
春
闘
に
向
け
た
方

針
の
素
案
を
確
認
し
ま
し
た
。
今

後
、
全
国
の
意
見
を
反
映
し
て
方

針
案
を
ま
と
め
、
来
年
１
月
21
日

の
中
央
委
員
会
に
提
案
し
ま
す
。

　

ス
ロ
ー
ガ
ン
案
は
「
価
値
あ
る

仕
事
に
正
し
い
対
価
！　

賃
金
格

差
に
終
止
符
を
！
」、「
な
く
し
て

い
い
の
か
我
ら
の
仕
事　

ハ
イ
タ

ク
は
住
民
の
暮
ら
し
を
守
る
最
後

の
砦
」
で
す
。

　

２
０
２
６
春
闘
で
こ
そ
、
他
産

業
と
の
賃
金
格
差
を
解
消
し
、
物

価
高
に
負
け
ず
、
ハ
イ
ヤ
ー
・
タ

ク
シ
ー
・
自
動
車
教
習
所
の
仕
事

の
価
値
に
見
合
う
水
準
の
、賃
金・

労
働
条
件
を
獲
得
し
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
思
い
を
形
に
す
る
た
め
、

全
自
交
労
連
と
し
て
の
統
一
要
求

額
は
、
２
０
２
５
春
闘
で
掲
げ
た

高
い
水
準
を
維
持
し
、
次
の
金
額

を
提
案
し
ま
す
。

タ
ク
シ
ー
は
、
運
賃
改
定
等
に
よ

る
増
収
分
を
含
め
月
額
２
万
８
千

円
・
８
％
以
上
の
賃
金
改
善
。

　

ハ
イ
ヤ
ー
は
、
歩
合
給
中
心
の

場
合
、
運
賃
改
定
等
に
よ
る
増

収
分
を
含
め
月
額
２
万
８
千
円
・

８
％
以
上
。固
定
給
中
心
の
場
合
、

月
額
２
万
１
千
円
・
６
％
以
上
。

　

自
教
は
月
額
１
万
８
千
円
以

上
。
一
時
金
年
間
百
万
円
以
上
。

　

全
て
の
職
場
で
要
求
書
を
提
出

し
、
共
に
闘
い
ま
し
ょ
う
。

野
党
系
超
党
派
の
タ
ク
シ
ー
政
策
議

員
連
盟
（
辻
元
清
美
会
長
）
は
11
月

27
日
、
白
タ
ク
や
都
市
型
ハ
イ
ヤ
ー

違
法
営
業
の
対
策
を
テ
ー
マ
に
総
会

を
開
き
ま
し
た
。
議
連
幹
部
の
変
更

も
承
認
さ
れ
、
森
屋
隆
前
事
務
局
長

の
後
任
と
し
て
広
田
一
参
議
院
議
員

が
新
事
務
局
長
に
就
任
。
新
た
に
17

名
の
国
会
議
員
が
議
連
に
加
入
し
て

い
ま
す
。

　

最
近
は
白
タ
ク
問
題
に
加
え
、
急

増
し
た
都
市
型
ハ
イ
ヤ
ー
事
業
者
に

よ
る
名
義
貸
し
疑
惑
や
、
客
引
き
行

為
が
大
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
土
交
通
省
の
原
田
修
吾
・
官
房

審
議
官
は
、「
特
に
こ
こ
１
、２
年
で

新
規
許
可
し
た
事
業
者
を
中
心
に
厳

し
く
監
査
す
る
。
契
約
関
係
や
給
料

の
支
払
い
も
含
め
細
か
く
見
て
い

く
」
と
ハ
イ
ヤ
ー
問
題
へ
の
対
応
を

明
言
。
国
交
省
は
10
月
に
も
、
ハ
イ

ヤ
ー
の
審
査
を
厳
格
化
す
る
事
務
連

絡
を
発
出
し
て
い
ま
す
。
ま
た
警
察

庁
の
崎
山
慶
・
交
通
局
交
通
指
導
課

長
は
「
白
タ
ク
、
違
法
ハ
イ
ヤ
ー
タ

ク
シ
ー
問
題
は
、
重
点
課
題
と
し
て

各
県
警
に
徹
底
的
な
取
締
り
を
指
示

し
て
い
る
」
と
述
べ
、
今
年
の
検
挙

件
数
が
１
１
３
件
に
上
り
、
４
年
前

の
10
倍
以
上
に
な
っ
て
い
る
事
実
を

示
し
ま
し
た
。

▼
３
面
に
関
連
記
事

「
タ
ク
シ
ー
は

24
時
間
対
応
可

能
な
唯
一
の
公

共
交
通
で
す
」。

数
年
前
ま
で

は
、
こ
の
言
葉

を
使
う
こ
と
が

で
き
た
。
し
か
し
今
で
は
ウ
ソ

に
な
っ
て
し
ま
う
▽
大
都
市
や

首
都
圏
で
乗
務
さ
れ
て
い
る
組

合
員
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
は
意

外
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
地
方
で
は
ド
ン
ド
ン
と
深

夜
・
早
朝
の
営
業
が
な
く
な
っ

て
い
る
▽
深
夜
・
早
朝
の
需
要

が
ま
っ
た
く
な
い
わ
け
で
は
な

い
が
、
少
な
く
、
会
社
が
乗
務

員
と
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を
配
置
し

て
お
く
コ
ス
ト
を
ま
か
な
え
な

い
た
め
だ
。
特
に
コ
ロ
ナ
禍
以

降
、
深
夜
早
朝
の
対
応
が
よ
り

困
難
と
な
っ
て
お
り
、
地
方
の

実
情
は
極
め
て
厳
し
い
▽
秋
田

市
で
12
月
５
日
よ
り
、
全
自
交

の
仲
間
の
力
で
自
主
経
営
に
よ

る
再
建
を
は
た
し
た
「
あ
さ
ひ

タ
ク
シ
ー
」
が
営
業
を
開
始
し

た
（
元
日
号
で
詳
報
）
▽
会
社

の
倒
産
後
に
は
、
再
建
の
準
備

段
階
か
ら
地
元
の
方
々
の
様
々

な
支
援
が
あ
り
、
初
出
庫
の
様

子
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
を
含
む
テ
レ
ビ
や

地
元
新
聞
で
大
き
く
報
道
さ
れ

る
な
ど
、
タ
ク
シ
ー
の
再
開
を

願
う
住
民
の
期
待
を
背
に
受
け

て
の
船
出
だ
▽
な
く
な
っ
た
時

に
初
め
て
、
人
は
「
タ
ク
シ
ー

に
し
か
で
き
な
い
仕
事
」
の
価

値
に
気
付
く
の
か
も
し
れ
な
い

▽
し
か
し
、
ま
ず
は
今
あ
る
タ
ク

シ
ー
を
残
す
こ
と
が
大
切
。
是
非

署
名
に
ご
協
力
を
。

Ｋ
・
Ｔ

２・３面に
春闘方針詳細

第
1
0
4
回

中
央
委
員
会

1
月
21
日
10
時
半
~

「
連
合
会
館
」に
て

（
東
京
都
千
代
田
区

神
田
駿
河
台
3
–
2
–
11
）

元
日
特
集
号
に
て
広
田

議
員
と
溝
上
委
員
長
の

対
談
を
掲
載
し
ま
す
。

︿  

請
願
項
目  

﹀

①　
い
わ
ゆ
る﹁
走
行
距
離
税
﹂は
、ハ
イ
タ
ク
を
は
じ
め
と
す
る
自
動

車
運
送
事
業
者
に
は
極
め
て
負
担
が
大
き
く
、事
業
の
存
続
す
ら
危

ぶ
ま
れ
る
た
め
、導
入
し
な
い
こ
と

②　
民
間
の
ハ
イ
タ
ク
事
業
者
の
努
力
だ
け
で
は
採
算
性
が
確
保
で

き
ず
、担
い
手
不
足
を
解
消
で
き
る
水
準
の
賃
金・労
働
条
件
の
確

保
が
困
難
な
地
域
に
お
い
て
は
、国・自
治
体
が
直
接
、ハ
イ
タ
ク
事

業
の
維
持
と
労
働
者
の
待
遇
確
保
を
支
援
す
る
た
め
の
法
制
度・財

政
措
置
を
導
入
す
る
こ
と

③　
需
要
の
減
少
し
て
い
る
地
域
に
お
い
て
、営
業
車
両
の
更
新
、人

件
費
を
含
め
た
無
線
配
車
機
能
や
24
時
間
体
制
の
維
持
等
の
費
用

に
関
し
、特
別
の
財
政
措
置
を
図
り
、小
規
模
事
業
者
で
も
申
請
が

で
き
る
よ
う
申
請
手
続
き
を
極
力
簡
便
化
す
る
こ
と

④　
白
タ
ク
や
都
市
型
ハ
イ
ヤ
ー
事
業
者
の
違
法
運
行
に
対
し
、根
絶

に
向
け
た
対
策
を
強
化
す
る
こ
と

ハイタクを公共の財産と位置づけ
住民の安全に移動する権利を守る

一筆でも多くの声を
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政
策
要
求
案〈
抜
粋
〉

は
じ
め
に〈
方
針
の
骨
子
〉

　

全
自
交
労
連
は
２
０
２
５
春
闘

に
お
い
て
、
長
年
に
わ
た
る
月
間

原
資
１
万
円
の
賃
金
改
善
要
求
の

方
針
を
転
換
し
、
運
賃
改
定
等
に

よ
る
増
収
反
映
分
を
含
め
な
が
ら

も
、
ハ
イ
タ
ク
月
額
２
万
８
千
円

以
上
、
自
教
月
額
1
万
8
千
円
以

上
の
賃
上
げ
を
要
求
水
準
と
し
て

闘
っ
た
。
こ
れ
は
『
他
産
業
と
の

賃
金
格
差
是
正
』
を
成
し
遂
げ
る

た
め
に
必
用
な
賃
上
げ
額
を
勘
案

し
た
要
求
水
準
で
あ
る
。
連
合
集

計
で
５
％
台
の
賃
上
げ
が
２
年
続

き
。
ま
た
連
合
が
掲
げ
る
中
小
の

要
求
水
準
自
体
が
６
％
を
超
え
る

状
況
に
お
い
て
、
ハ
イ
タ
ク
・
自

教
労
働
者
と
他
産
業
平
均
と
の
賃

金
格
差
を
是
正
す
る
こ
と
を
方
針

の
基
軸
と
し
た
の
だ
。

　

事
業
者
側
か
ら
「
法
外
な
要
求

額
」
と
言
わ
れ
な
が
ら
も
全
自
交

の
仲
間
は
必
死
に
闘
っ
た
。
他
産

業
と
の
労
働
力
獲
得
競
争
に
負
け

な
い
労
働
条
件
を
築
き
上
げ
な
け

れ
ば
ハ
イ
タ
ク
・
自
教
業
界
に
未

来
は
な
い
。
全
て
の
地
域
住
民
に

安
全
・
安
心
な
輸
送
サ
ー
ビ
ス
を

安
定
的
に
供
給
す
る
公
共
交
通
従

事
者
に
相
応
し
く
、
地
域
の
安
全

セ
ン
タ
ー
の
責
務
を
果
た
す
自
教

労
働
者
に
相
応
し
い
賃
金
の
確
立

こ
そ
が
、
真
に
必
要
で
あ
る
こ
と

を
交
渉
の
場
に
お
い
て
説
明
し
た
。

　

ハ
イ
タ
ク
の
運
賃
改
定
で
生
じ

た
原
資
を
適
正
に
労
働
者
に
配
分

し
、
労
働
条
件
の
改
善
を
図
る
こ

と
は
、
運
賃
・
料
金
を
支
払
う
利

用
者
と
の
〝
約
束
〟
で
あ
る
。
根

拠
の
な
い
不
条
理
な
労
働
条
件
の

改
悪
を
迫
る
事
業
者
と
は
今
後
も

毅
然
と
対
峙
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
万
一
、
事
業
者
か
ら

賃
率
引
き
下
げ
等
、
労
働
条
件
が

低
下
す
る
提
案
が
な
さ
れ
た
際
に

は
、
決
算
書
等
の
充
分
な
根
拠
資

料
の
提
出
と
丁
寧
な
説
明
を
求
め

る
。
組
合
員
の
働
く
場
を
守
る
観

点
か
ら
、
組
合
が
止
む
を
得
な
い

と
判
断
し
得
る
場
合
に
も
、
事
業

者
か
ら
収
支
改
善
に
向
け
た
施
策

や
労
働
条
件
改
善
に
つ
な
が
る
対

案
等
、
組
合
員
に
と
っ
て
将
来
へ

の
希
望
が
持
て
る
施
策
を
引
き
出

さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

一
方
で
全
自
交
労
連
が
実
施

し
た
『
生
活
・
労
働
実
態
調
査
』

の
結
果
で
は
、
全
体
的
な
平
均

年
収
は
改
善
傾
向
に
あ
る
も
の

の
、
組
織
内
に
お
け
る
地
域
間
格

差
は
依
然
と
し
て
生
じ
て
い
る
。

２
０
２
６
春
闘
に
お
い
て
も
『
他

産
業
と
の
賃
金
格
差
是
正
』
の
基

本
方
針
は
変
わ
ら
な
い
が
、
地
域

間
格
差
の
実
情
を
踏
ま
え
た
取
り

組
み
が
必
要
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
事
を
踏
ま
え
ハ
イ

ヤ
ー
・
タ
ク
シ
ー
の
26
春
闘
に
お

け
る
賃
金
改
善
の
要
求
を
月
額

２
万
８
千
円
・
８
％
以
上(

運
賃

改
定
等
に
よ
る
増
収
反
映
分
を

含
む)

、
自
教
に
つ
い
て
は
月
額

１
万
８
千
円
以
上
と
し
、
都
道
府

県
ご
と
の
全
産
業
平
均
賃
金
と
の

格
差
是
正
を
目
標
と
す
る
こ
と
で

地
域
間
格
差
と
の
整
合
を
図
り
つ

つ
賃
金
改
善
を
目
指
し
闘
う
。

　
「
歩
合
給
で
あ
る
ハ
イ
タ
ク
運

転
者
の
賃
金
は
個
人
の
努
力
次

第
」。
労
使
交
渉
の
場
に
お
い
て

幾
度
と
な
く
聞
か
さ
れ
て
き
た
言

葉
だ
が
、
今
労
使
で
話
し
合
う
べ

き
事
は
『
地
域
最
低
賃
金
の
上
昇

を
は
る
か
に
上
回
る
賃
金
水
準
の

確
立
は
勿
論
、
他
産
業
を
上
回
る

賃
上
げ
を
可
能
と
す
る
生
産
性
を

伴
っ
た
産
業
構
造
と
、
運
賃
改
定

や
営
業
施
策
に
よ
っ
て
向
上
し
た

営
収
が
、
適
正
に
賃
金
に
反
映
さ

れ
る
仕
組
み
の
維
持
・
構
築
』
で

あ
る
。
事
業
者
の
意
識
改
革
を
も

促
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
苦
境
に
お
い

て
賃
金
が
激
減
す
る
中
、
エ
ッ
セ

ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
称
さ
れ
な

が
ら
地
域
住
民
の
移
動
の
足
を
守

る
た
め
に
我
々
は
必
死
に
耐
え
て

き
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
受
け
た
傷
が

癒
え
て
い
な
い
の
は
事
業
者
だ
け

で
は
な
い
。我
々
も
同
じ
な
の
だ
。

１． タクシー賃金の統一要求は賃金体系にかかわらず、生活維持
分と他産業との格差改善分として１人当たり８％以上・月額
28,000円以上の賃金改善（運賃改定等による増収分
の反映を含む）を要求します。

２． 一刻も早い運賃の改定申請、迎車料金等の設定や引き上げ、冬
季割増運賃の設定を要求します。同時に賃上げに向けた公的支
援の獲得に労使で取り組みます。

３． 運賃や料金の改定に際し、適正な分配を要求します。歩合給主体
の賃金体系においては不当に労働分配率を改悪する行為は認め
ません。運賃改定時に、賃率等の労働条件変更の提案が事業者
側からあった場合には、決算書や実際の増収率などの客観的根
拠の明示を求め、春闘において労働分配率の悪化を生じぬこと
を前提に交渉します。固定給主体の賃金体系においては基本給
のベースアップを要求します。

４． アプリ配車手数料や決済手数料など、あらゆる乗務員負担の
撤廃を求めます。手数料は運賃改定時の原価に算定することが
認められていることから、乗務員にも手数料を負担させること
は、『二重取り』に他なりません。乗務員負担の廃止は改正タク
シー特措法の附帯決議に明記されていることも踏まえ、完全撤
廃を求めます。

５． コロナ禍で生じた賃金激減と人材流出を繰り返さないため、基本
給の底上げと、固定給主体の生活安定型賃金への転換を求めま
す。

６． タクシーＡ型賃金の一時金獲得目標は年間100万円とし、他の賃
金体系においてもインフレ手当を含め一時金の増額を求めます。

７． 正社員と同じ業務内容である場合は、雇用形態にかかわらず、正
社員と同一の賃金（手当等を含む）を求めます。

８．退職金制度の維持と支給額の上積みを要求します。

９． 運転者最低賃金の創設に向けて、「地域最低賃金時間額+200
円」以上の企業内最低賃金協定の締結を要求します。

【歩合給中心の場合】 
　運賃改定等による増収分を含め月額２万８千円・８％以上。

【固定給中心の場合】 
　月額２万１千円・６％以上。

　月額１万８千円以上。
　一時金年間１００万円以上。

〈
賃
上
げ
に
向
け
た
政
策
要
求
〉

①
タ
ク
シ
ー
を「
公
共
財
」と
位
置
づ
け
、国・自
治
体
が
存
続
へ
責

任
を
も
つ
体
制
の
確
立
を
求
め
ま
す
。

②
迎
車
料
金
の
設
定
ま
た
は
引
き
上
げ
を
求
め
ま
す
。空
走
距
離

に
応
じ
た
迎
車
料
金
の
制
度
や
、配
車
ア
プ
リ
手
数
料
の
法
的

整
理
を
求
め
ま
す
。

③
運
賃
改
定
時
の
原
価
計
算
に
お
い
て
、賃
金
格
差
是
正
分
を
原

価
に
組
み
込
め
る
よ
う
制
度
改
正
を
求
め
ま
す
。

④
寒
冷
地
で
の
冬
季
割
増
運
賃
制
度
の
拡
充
を
求
め
ま
す
。

⑤
最
低
賃
金
上
昇
分
を
価
格
転
嫁
だ
け
で
は
ま
か
な
え
な
い
よ

う
な
需
要
が
少
な
い
地
域
の
中
小
タ
ク
シ
ー
事
業
者
へ
の
抜
本

的
支
援
を
求
め
ま
す
。

〈
地
域
公
共
交
通
政
策
要
求
〉

①
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
新
法
阻
止
へ
、労
使
一
体
で
取
り
組
む
こ
と
を
求

め
ま
す
。

②
日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
終
了
条
件
の
明
確
化
を
求
め
ま
す
。

③
地
域
公
共
交
通
維
持
の
た
め
の
公
的
支
援
を
強
く
求
め
ま
す
。

④
走
行
距
離
税
の
導
入
に
反
対
し
ま
す
。

⑤
白
タ
ク
や
都
市
型
ハ
イ
ヤ
ー
不
適
正
営
業
の
取
り
締
ま
り
強
化

と
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
を
求
め
ま
す
。

２
０
２
６
春
闘
方
針（
素
案
）

タクシーの賃金要求案

ハイヤーの賃金要求案

自動車教習所の賃金要求案
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全ての職場で要求書提出を
要求提出は２月28日まで
回答指定日は３月31日

賃
金
要
求
額
の
根
拠

◇
賃
金
格
差
の
是
正
＝
職
業
の
魅
力
確
保

◇
運
賃
改
定
と
同
期
し
た
春
闘

◇
物
価
高
騰
に
よ
る
生
活
苦

◇
組
合
員
の
期
待

◇
今
後
も
続
く
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ

　

ま
た
議
連
の
小
宮
山
泰
子
幹
事

長
は
、
観
光
地
と
し
て
人
気
の
地

元
・
川
越
で
も
「
緑
ナ
ン
バ
ー
で

は
あ
る
け
れ
ど
、
タ
ク
シ
ー
の
格

好
で
は
な
い
よ
う
な
車
を
結
構
見

る
よ
う
に
な
っ
た
」と
述
べ
、「『
建

設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
』 　

森
山
浩
行
幹
事
長
代
行
は
、
万

博
期
間
中
、
大
阪
府
内
全
域
で
24

時
間
運
行
さ
れ
た
万
博
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
に
つ
い
て
「
ま
と
め
、
反

省
、
問
題
点
な
ど
、
国
交
省
で
何

か
あ
り
ま
す
か
」
と
質
問
。

　

国
土
交
通
省
物
流
・
自
動
車
局

の
重
田
裕
彦
旅
客
課
長
は
、
開
催

期
間
中
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
っ

た
結
果
的
と
し
て
「
ほ
と
ん
ど
万

博
の
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
は
利
用
さ
れ

ず
、
逆
に
言
う
と
タ
ク
シ
ー
で
十

分
供
給
が
足
り
て
い
た
と
い
う
結

果
で
す
。
８
月
の
終
わ
り
頃
に
地

下
鉄
が
止
ま
っ
た
時
も
急
遽
タ
ク

シ
ー
を
十
分
に
供
給
い
た
だ
き
万

博
協
会
か
ら
大
阪
タ
ク
シ
ー
協
会

に
お
礼
の
言
葉
が
あ
っ
た
と
聞

い
て
お
り
ま
す
。 

大
阪
府
も
タ
ク

シ
ー
協
会
も
国
交
省
も『
タ
ク
シ
ー

が
十
分
に
供
給
さ
れ
た
』
と
い
う

認
識
で
す
」
と
回
答
し
ま
し
た
。

「
夜
の
飲
食
店
が
す
ご
く
寂
し
く

な
り
タ
ク
シ
ー
需
要
も
減
っ
て
い

る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
一
方
で
日

常
の
タ
ク
シ
ー
利
用
は
増
え
て
い

る
の
で
は
と
も
言
わ
れ
て
い
る
」

と
述
べ
、
実
情
把
握
と
対
策
を
求

め
ま
し
た
。

　

全
自
交
労
連
は
、
白
タ
ク
や
違

法
な
都
市
型
ハ
イ
ヤ
ー
の
目
撃
に

関
し
、
10
月
に
実
施
し
た
「
春
闘

生
活
労
働
実
態
調
査
」
で
た
ず
ね

ま
し
た
。
回
答
し
た
１
２
１
０
人

の
組
合
員
の
過
半
数
が
疑
わ
し
い

事
例
を
目
撃
し
て
お
り
、
特
に
観

光
地
と
し
て
人
気
の
あ
る
京
都
や

石
川
、
大
都
市
部
で
目
撃
率
が
高

い
実
態
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

　

組
合
か
ら
は
、「
即
刻
排
除
希

望
」、「
外
国
人
観
光
客
の
送
迎
」、

「
日
本
人
の
白
タ
ク
も
い
る
」「
代

行
の
白
タ
ク
も
」
な
ど
の
声
も
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

議
連
の
辻
元
清
美
会
長
は
、「
ガ

ソ
リ
ン
の
暫
定
税
率
廃
止
は
野
党

が
力
を
合
わ
せ
た
か
ら
こ
そ
」
と

述
べ
、「
公
明
党
の
皆
さ
ま
と
は
、

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
問
題
で
も
、
力

を
合
わ
せ
て
き
た
。
こ
れ
か
ら
さ

ら
に
密
に
連
携
を
取
っ
て
い
き
た

い
」と
発
言
。「
今
後
も
議
連
が〝
結

節
点
〟
と
な
っ
て
現
場
の
皆
さ
ま

を
支
え
て
い
く
」
と
力
強
く
表
明

し
ま
し
た
。

　

階
猛
衆
議
院
議
員
は
、
地
元
の

岩
手
県
の
ク
マ
被
害
に
つ
い
て

　

白
タ
ク
・
違
法
ハ
イ
ヤ
ー
問
題

付
け
ら
れ
て
い
る
年
２
回
の
健
康

診
断
の
実
施
な
ど
、
日
本
版
ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
の
労
務
管
理
に
つ
い
て

質
問
。全
国
ハ
イ
ヤ
ー・タ
ク
シ
ー

連
合
会
の
川
鍋
一
朗
会
長
は
「
普

通
の
タ
ク
シ
ー
乗
員
と
同
レ
ベ
ル

の
、労
務
管
理
。安
全
管
理
を
し
っ

か
り
や
っ
て
お
り
ま
す
」
と
回
答

し
ま
し
た
。

対
策
を
要
請
。
契
約
の
実
態
や
賃

金
の
支
給
も
含
め
、
厳
格
に
監
査

し
て
い
く
と
の
国
交
省
の
回
答
を

引
き
出
し
ま
し
た
。

　

阿
部
知
子
衆
議
院
議
員
は
、「
健

康
管
理
と
安
全
管
理
は
表
裏
一

体
」
と
述
べ
、
深
夜
労
働
に
義
務

の
よ
う
に
『
社
会
保
障
に
入
っ
て

な
い
と
働
け
な
い
よ
』
と
い
う
よ

う
な
制
度
で
、
ち
ゃ
ん
と
タ
ク

シ
ー
会
社
と
し
て
や
っ
て
い
る
と

こ
ろ
と
、
区
別
で
き
な
い
か
」
と

に
つ
い
て
、
ハ
イ
タ
ク
フ
ォ
ー
ラ

ム
の
溝
上
泰
央
代
表
幹
事
（
全
自

交
労
連
委
員
長
）
は
、
国
土
交
通

省
が
ハ
イ
ヤ
ー
新
規
許
可
の
審
査

を
厳
格
化
し
た
こ
と
に
感
謝
し
た

一
方
で
「
全
自
交
組
合
員
か
ら
多

数
の
目
撃
報
告
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。
よ
り
一
層
の
取
り
締
ま
り
と

摘
発
を
」
と
求
め
ま
し
た
。

※
ハ
イ
タ
ク
乗
務
員
と
全
産
業
平
均
の
年
収
格
差
は
拡
大

　
２
０
２
３
年
87
万
９
５
０
０
円 

→	

24
年
１
１
２
万
１
４
０
０
円

※
連
合
の
２
０
２
６
春
闘
要
求
額	

全
体
５
％
以
上

	

中
小
６
％（
１
万
８
千
円
）以
上

※�

運
賃
改
定
は
２
～
３
年
に一度
。歩
合
制
主
体
の
賃
金
の
場
合
、運
改
時

に
他
産
業
の
２
～
３
年
分
の
賃
金
改
善
が
必
要

タ
ク
シ
ー
政
策
議
員
連
盟

野
党
の
協
力

白
タ
ク
対
策

日
本
版
Ｒ
Ｓ

万
博
需
要  

タ
ク
シ
ー
で
充
足

白
タ
ク
問
題  

組
合
員
の
声

熊
被
害
の
影
響

到達目標はここだ！
各地の年収格差と組合員の賃金

溝上委員長

辻元会長

小宮山幹事長森山幹事長代行

阿部議員

階議員
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溝上委員長が講演
九州地連  大会

大阪地連  大会

兵庫地連  大会

四
タ
ク
労
連  

大
会

青
森
地
連  

大
会

新
潟  

自
主
経
営
２
社
が
学
習
会

　

全
自
交
九
州
地
方
連
合
会
は
、

11
月
30
日
に
熊
本
市
内
で
定
期
大

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
大
会
で
は

中
村
満
雄
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
に

　

12
月
８
日
夜
に
発

生
し
た
青
森
県
東
方

沖
地
震
で
は
、
震
度

６
強
の
八
戸
市
を
は

じ
め
北
海
道
・
東
北

地
方
が
強
い
揺
れ
と

津
波
に
襲
わ
れ
ま
し

た
が
、
12
日
現
在
、

全
自
交
の
北
海
道
地

連
、
青
森
地
連
、
岩

手
地
本
か
ら
組
合
員

と
家
族
の
人
的
被
害

や
家
屋
の
損
壊
等
の

被
害
報
告
は
寄
せ
ら

れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
、
八
戸
市
に

あ
る
全
自
交
青
森
地

連
の
三
八
五
交
通
労

組
で
は
、
組
合
員
の

自
宅
の
額
の
ガ
ラ
ス

が
割
れ
る
被
害
や
、

組
合
事
務
所
で
物
が

散
乱
す
る
な
ど
の
被

害
が
生
じ
ま
し
た
。

　

震
災
発
生
時
、
八

戸
市
内
で
乗
務
中

だ
っ
た
後
藤
勝
・
青

森
地
連
執
行
委
員
長

（
三
八
五
交
通
労
組

委
員
長
）
は
、
津
波
に

対
す
る
安
全
を
確
保

し
た
後
に
乗
務
を
再

開
。
自
治
体
や
学
校
関

係
者
な
ど
、
緊
急
対

応
の
為
に
出
勤
す
る

方
々
の
送
迎
を
担
い
、

災
害
時
の
足
と
し
て

奮
闘
し
ま
し
た
。

続
き
、
経
過
報
告
、
会
計
報
告
、

運
動
方
針
、
予
算
、
大
会
宣
言
の

全
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
来
賓
出
席
し
た
全
自

交
労
連
の
溝
上
泰
央
中
央
執
行
委

員
長
か
ら
講
演
を
受
け
ま
し
た
。

　

溝
上
委
員
長
は
ま
ず
、『
①
ハ

イ
タ
ク
労
働
組
合
役
員
の
イ
ロ
ハ

の
イ
』
と
し
て 

「
労
組
へ
の
加
入

の
メ
リ
ッ
ト
」、「
賃
金
、
労
働
条

件
の
向
上
」、「
労
使
協
議
会
」
に

つ
い
て
の
重
要
性
を
説
明
。
そ
し

て
『
②
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
導
入
検
討

に
対
す
る
タ
ク
シ
ー
労
働
者
の
意

見
』 

と
題
し 

「
タ
ク
シ
ー
産
業
の

現
状
」、「
タ
ク
シ
ー
乗
務
員
の
増

や
し
方
」、「
移
動
困
難
者
の
救

済
」、「
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
問
題

点
」、「
タ
ク
シ
ー
の
知
ら
れ
ざ
る

役
割
」
を
講
演
し
、
最
後
に
『
③

各
地
連
本
地
区
の
運
賃
改
定
に
伴

う
運
収
変
化
、
年
収
の
変
動
を
感

じ
て
の
大
切
さ
』を
述
べ
ま
し
た
。

　

中
村
委
員
長
は
「
良
い
大
会

と
な
り
、
ま
た
組
合
員
一
同
、

勉
強
に
な
る
講
演
と
な
り
ま

し
た
」
と
大
会
を
総
括
し
て

い
ま
す
。

　

全
自
交
青
森
地
連
は
11
月
23
日

に
青
森
市
内
で
第
59
回
定
期
大
会

を
開
き
「
運
賃
・
迎
車
料
金
の
推

進
・
冬
季
割
増
の
復
活
と
適
正
分

配
の
維
持
！
」
や
「
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
完
全
解
禁
阻
止
」
を
柱
と
す
る

運
動
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

役
員
改
選
で
は
後
藤
勝
執
行
委

員
長
を
再
選
。
長
年
、
書
記
長
と

し
て
青
森
地
連
を
支
え
た
江
良
實

特
別
執
行
委
員
が
全
て
の
役
職
か

ら
退
き
、
新
た
に
副
執
行
委
員
に

工
藤
文
一
郎
氏
、
書
記
長
に
川
村

和
稔
氏
を
選
任
し
ま
し
た
。

　

後
藤
委
員
長
は
「
絶
対
に
悪
徳

事
業
者
を
許
さ
な
い
運
動
に
取
り

組
も
う
。
我
々
の
生
活
が
か
か
っ

て
い
る
」、「
江
良
さ
ん
の
退
任
後

も
皆
で
が
ん
ば
ろ
う
」
と
あ
い
さ

つ
し
、
江
良
氏
は
「
タ
ク
シ
ー
は

永
遠
に
不
滅
で
す
。
な
く
な
る
こ

　

全
自
交
四
国
地
方
ハ
イ
ヤ
ー
・

タ
ク
シ
ー
労
働
組
合
連
合
会
は
12

月
１
日
、
え
ひ
め
社
会
文
化
会
館

で
第
55
回
定
期
大
会
を
開
き
、
運

動
方
針
や
予
算
を
決
定
。
役
員
改

選
で
は
傍
士
帯
夫
委
員
長
（
高

知
）、
白
石
始
一
副
委
員
長
（
香

川
）、
宮
岡
主
書
記
長
（
愛
媛
）

の
三
役
体
制
を
再
任
し
ま
し
た
。

　

全
自
交
労
連
の
野
尻
雅
人
副
中

央
執
行
委
員
長
が
来
賓
参
加
し
、

前
日
に
は
自
主
経
営
の
駅
前
タ
ク

シ
ー
の
支
援
に
も
携
わ
り
ま
し
た
。

と
は
絶
対
に
な
い
。
そ
の
自
信
と

確
信
を
も
っ
て
明
日
か
ら
の
運
動

を
」
と
思
い
を
託
し
ま
し
た
。

　

全
自
交
唯
一
の
組
織
内
議
員
で

あ
る
山
名
文
世
・
八
戸
市
議
会
副

議
長
、
全
自
交
東
北
地
連
の
高
橋

学
執
行
委
員
長
、
全
自
交
岩
手
地

本
の
森
茂
顧
問
、
社
民
フ
ォ
ー
ラ

ム
青
森
の
齋
藤
憲
男
事
務
局
長
が

来
賓
と
し
て
あ
い
さ
つ
し
、
全
自

交
労
連
の
津
田
光
太
郎
書
記
次
長

が
「
賃
金
制
度
の
基
礎
知
識
」
に

つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。

　

全
自
交
大
阪
地
方
連
合
会
は
、

11
月
24
日
、
大
阪
市
中
央
区
の
エ

ル
お
お
さ
か
で
第
80
回
定
期
大
会

を
開
催
し
、
新
年
度
の
運
動
方
針

や
予
算
を
全
会
一
致
で
決
定
し
ま

し
た
。
冒
頭
、
橋
口
学
執
行
委
員

長
は
「
吉
村
大
阪
府
知
事
は
『
万

博
期
間
中
、
タ
ク
シ
ー
が
３
千
両

足
り
な
く
な
る
か
ら
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
解
禁
が
必
要
だ
』
と
言
っ
て
、

日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
24
時
間
運

行
を
強
行
し
た
。
近
畿
運
輸
局
、

タ
ク
シ
ー
協
会
も
『
な
に
わ
モ
デ

ル
』
を
閉
幕
間
際
に
運
行
し
よ
う

と
し
た
が
、
結
果
的
に
ど
ち
ら
も

必
要
な
か
っ
た
。
大
阪
メ
ト
ロ
中

央
線
が
突
然
止
ま
っ
た
時
で
す

ら
、
既
存
の
タ
ク
シ
ー
で
充
分
対

応
で
き
た
結
果
を
知
事
は
認
識
す

べ
き
だ
」
と
厳
し
く
批
判
。

　

さ
ら
に
「
11
月
５
日
に
実
施
さ

れ
た
運
賃
改
定
は
、
運
転
者
の
労

働
条
件
改
善
を
主
た
る
目
的
と
し

て
い
る
。
悪
質
事
業
者
に
歩
率
を

引
き
下
げ
た
り
手
数
料
を
上
げ
た

り
す
る
こ
と
を
さ
せ
な
い
取
り
組

み
が
重
要
だ
」と
提
起
し
ま
し
た
。

　

櫻
井
邦
広
・
関
西
地
連
執
行
委

員
長
が
、
来
賓
と
し
て
連
帯
の
あ

い
さ
つ
を
述
べ
、
運
賃
改
定
に
つ

い
て
「
労
働
組
合
の
な
い
一
部
の

会
社
は
、
労
働
条
件
引
き
下
げ
を

突
き
付
け
て
来
て
い
る
。
皆
さ
ん

は
、
働
く
者
の
為
の
運
賃
改
定
で

あ
る
と
言
い
頑
張
っ
て
突
っ
ぱ
ね

て
頂
き
た
い
」
と
求
め
ま
し
た
。

介
入
の
実
態
を
労
組
の
証
人
尋
問

も
含
め
て
明
ら
か
に
し
て
い
き
た

い
。
安
尾
副
委
員
長
へ
の
不
当
解

雇
に
対
す
る
訴
訟
に
お
い
て
も
完

全
勝
利
に
向
け
全
力
で
闘
っ
て
い

く
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
「
い
よ
い
よ
運
賃
改
定
が

11
月
27
日
に
始
ま
る
。
改
定
の
結

果
を
踏
ま
え
、
賃
金
向
上
と
労
働

環
境
の
改
善
を
来
春
闘
で
し
っ
か

り
図
っ
て
い
き
た
い
。
働
く
者
が

安
心
し
て
働
け
る
環
境
づ
く
り
が

一
番
大
事
だ
」と
強
調
し
ま
し
た
。

　

櫻
井
邦
広
・
関
西
地
連
委
員
長

が
来
賓
出
席
し
ま
し
た
。

　

全
自
交
兵
庫
地
方
連
合
会
は
、

11
月
24
日
に
第
55
回
定
期
大
会
を

神
戸
市
の
中
央
区
文
化
セ
ン
タ
ー

で
開
催
し
、
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
解
禁

阻
止
と
神
戸
相
互
タ
ク
シ
ー
労
組

の
闘
い
へ
の
全
面
的
支
援
を
柱
と

し
た
新
年
度
運
動
方
針
を
確
立
し

ま
し
た
。
役
員
改
選
で
は
、
北
坂

隆
生
執
行
委
員
長
、
成
田
次
雄
書

記
長
、
安
尾
崇
伯
書
記
次
長
ら
執

行
部
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

北
坂
委
員
長
は
神
戸
相
互
の
労

使
紛
争
に
つ
い
て
、
仲
間
か
ら
の

支
援
に
感
謝
し
、「
今
後
、
労
働

委
員
会
で
不
当
労
働
行
為
、
支
配

　

全
自
交
新
潟
地
連
の
自
習
経
営
２
社
は
12

月
7
日
、
新
発
田
市
月
岡
温
泉
に
て
賃
金
・

勤
務
シ
フ
ト
に
関
係
す
る
諸
問
題
と
組
織
拡

大
に
つ
い
て
勉
強
会
を
開
催
し
た
。

　

勉
強
会
に
は
、
し
あ
わ
せ
交
通
㈱
の
坂
上 

七
栄
代
表
取
締
役
、
新
発
田
観
光
タ
ク
シ
ー

㈱
の
藤
間
吉
晴
代
表
取
締
役
を
は
じ
め
、
両

社
の
労
務
・
賃
金
計
算
担
当
者
が
集
い
、
新

潟
地
連
の
海
藤
正
彦
特
別
執
行
委
員
と
全
自

交
本
部
の
本
田
有
書
記
長
が
講
師
を
担
当
。

　

タ
ク
シ
ー
需
要
に
合
わ
せ
た
変
形
労
働
に

よ
る
時
間
外
労
働
を
含
め
た
勤
務
シ
フ
ト
の

組
み
方
や
、
賃
金
計
算
の
留
意
点
、
休
憩
時

間
・
休
息
期
間
の
確
保
や
配
車
の
効
率
化
等
、

実
務
担
当
者
が
普
段
か
ら
苦
労
し
て
い
る
こ

と
へ
の
質
問
・
意
見
が
多
く
あ
り
、
関
連
法

規
を
確
認
し
た
上
で
他
社
の
事
例
を
紹
介
す

る
な
ど
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

組合員に人的被害の報告なし青
森
県
東
方
沖
地
震

溝上委員長の講演を聞く九州地連の仲間

北坂委員長の下、闘争勝利と労働環境改善への意思固めを
しました

冬季割増運賃の復活に多大
な貢献を果たした江良氏

橋口委員長は大阪府知事を厳しく批判

傍
士
帯
夫
委
員
長（
右
）と
、宮

岡
主
書
記
長（
左
）

左
か
ら
川
村
書
記
長
、後
藤
委

員
長
、工
藤
副
委
員
長
、髙
橋 

き
よ
子
会
計
監
査
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